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2005-G-24:  
屈折法探査波形データから地下構造不均質を抽出するための基礎研究 

                      代表 竹中博士 
 
 通常の屈折法探査の解析では特定のフェイズの走時を用いて地下構造モデルが推定され

ている．このような従来の解析では利用されていない波形の情報を用いて，地下構造の不

均質性を抽出することがこの研究の目標である．ここでは波形記録からこのような目標を

実現するための第一歩として以下の基礎的研究を行った． 
 
 構造不均質が観測波形に及ぼす影響の顕著な例として，非弾性減衰（Q^{-1}値）の効果が

考えられる．今回この Q^{-1}値に着目した．一般に Q^{-1}値（apparent Q^{-1}）は，構造

の不均質性による散乱に由来する scattering Q^{-1}と物性的な内部減衰（熱への転化）に

由来する intrinsic Q^{-1}の両方の成分を含んでいる．その量的な割合を知ることがまずも

って重要である．それも，まずは最も観測波形に影響力のある地殻浅部（堆積層及び基盤）

について知る必要がある．堆積層・基盤系では，先行研究によって Qp^{-1}の方が Qs^{-1}
よりも大きく，その比 Qp^{-1}/Qs^{-1}が 1.5 にもなることが知られている．本研究では，

堆積層及び基盤について周波数依存するP波とS波のapparent Q^{-1}とともに速度構造が

詳細に調べられている関東平野（府中）の大深度観測井（防災科学技術研究所）について，

intrinsic Q^{-1}と scattering Q^{-1}の寄与を求めた．手法は，ソニックログによって得ら

れている詳細な速度プロファイルを用いて差分法による波動シミュレーションを実施し，

その結果を解析してscattering Q^{-1}の寄与分を評価するというものである．解析の結果，

周波数 1-5 Hz では P 波, S 波ともに intrinsic Q^{-1}の方が scattering Q^{-1}に比べてはる

かに寄与が大きく， 
intrinsic-Qp^{-1}/scattering-Qp^{-1}=4～7.5, intrinsic-Qs^{-1}/scattering-Qs^{-1}=3～4.5 
と推定される．このことは，非弾性減衰から構造不均質を推定するためには，まず intrinsic 
Q^{-1}を正確に評価する必要があることを意味している．今回の結果から，Qp^{-1}/Qs^{-1}
が 1.5 にもなることは，散乱の効果では到底説明できないことが明らかになった．これを説

明する別のメカニズムとして，水を含む堆積層の多孔質媒質的な性質が考えられる．  
 
以上． 
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